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DuMA ニュースレター                                   2020年 3月 9日 

２０２０年２月の地震活動概観 

2020年２月に日本およびその周辺で発生したマグニチュード（M）５を超える地震は９個でした。特に２

月１３日には択捉島沖で M７．２、深さ１５５ｋｍで深発地震（一般的には深さ６０ｋｍを超える深度で発生

した地震をさす）が発生しました。この地震については２月１７日のニュースレターで速報いたしました

が、日本周辺では２０１６年の熊本地震以来のマグニチュード７を超える地震でした。 

 

 ２月の地震活動で特徴的だったのは、関東地方およびその沖合で極めて活発な地震活動が発生し

ていたという事です。これは通常とは明らかに異なる活動であったと言えると思います。首都圏の地震活

動は新しい段階に入ったのかもしれません。 

 

東北地方海域の地下天気図® 

  １月 27 日のニュースレターに引き続き、東北地方沖合の海域（含：一部陸域）で発生するマグニチュ

ード７クラスの地震に特化した解析です。前回までとは状況が少し変化してきた可能性があると考えてい

ます。これは、気象庁地震カタログの更新および解析パラメータを少し変更した効果も含まれています。 

 そこで今週は地下天気図の空間分布だけではなく、千葉県銚子近傍、宮城県女川近傍および北海

道襟裳岬近傍の３地点の地下天気図時系列変化のグラフも併せてお示しする事にいたしました。 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0


 

DuMAが提供する情報については、万全の注意を払って掲載していますが、その開発中のアルゴリズムから計算される情報に対しては完全性・正確性・最新性・有用性などを保証するもの

ではありません。ユーザー様に生じたいかなるトラブル・損失・損害に対しても、DuMAは一切責任を問わないものとします。  提供する情報の利用に関しては、ユーザー様ご自身の責任

において行っていただきますようお願いいたします。  DuMAニュースレターで提供いたします「地下天気図®による地震情報」の無断転送・転載・２次利用はご遠慮ください。  ご利用は原則としてご

契約様ご本人とそのご家族の方への情報共有までとさせていただきます。(個人会員)  ―  記事の無断転用は禁止します。 ―   本掲載記事の著作権はDuMA Inc.が保有しております。 © 2016 DuMA 

Inc. All Rights Reserved. 地下天気図®は DuMAが独占ライセンスを受けている登録商標です。 

 

http://www.duma.co.jp 

 

 東北沖合の異常がかなり消えている事と。北海道・襟裳岬近傍に新たな地震活動静穏化異常が出現

しているのがわかります。図中の茶色い小さな点は解析に使用した地震の震央です。また■は地下天

気図の時系列変化を計算した地点（銚子沖、女川沖、襟裳付近）です。 

 次の図は銚子近傍における RTM地下天気図時系列変化です。現在は小さな静穏化から回復し、異

常は現れていない事がわかります。 
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 次の図は宮城県の女川近傍における時系列変化です。大きな異常は存在しないことがわかります。 

 

 次の図は襟裳岬近傍の時系列変化です。 

 

 現在、地震活動静穏化異常が出現していますが、この襟裳近傍の時系列変化は、実は解析に用いて

いる地震の数が女川沖等に比べて少ないため、変化がぎざぎざしているのが特徴です。これは１つの

地震（発生）の影響が大きいためで、１個地震が発生すると RTMの値が比較的大きく変化してしまうた

めです。今後この静穏化がどの程度安定して継続するかが鍵となります。 
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２０２０年３月９日時点の DuMAダッシュボード 

 次の表は３月９日時点の地下天気図の DuMAダッシュボードとなります。岩手・宮城沖の異常と北関

東の異常が消滅しています。通常は静穏化終了後１年以内に地震が発生する可能性が高いと考えて

いますが、解析に用いている地震が東日本大震災以降の９年弱のため、予測の有効期限を１年ではな

く、年内の９ヶ月とここでは短くしています。 

 

 

 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0

